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老後の生活設計の考え方 講師・ＣＦＰ．　　高橋　昭夫　先生

日本ファイナンシャルプランナー協会  正会員

　 ＵＲＬ． http://www.machi-net.org/ に同時掲載しています。
平均余命とは、現在の年齢から平均的にあと何年長生きできるかを予測する表です。 発行責任者   NPO法人・まちづくりネットワーク
これを基に、自分と配偶者の平均余命を算定して老後の生活設計を検討してください。 〒306-0041　古河市鴻巣７５８番地     Tel・Fax 0280 47 0033

（例）60歳男性⇒　21.98年ですから、平均余命は81.98才になります。

＜平均余命＞  

現在の年齢 男性（年） 女性（年） 現在の年齢 男性（年） 女性（年）
30歳 49.23 ５５.９７ 60歳 ２１.９８ ２７.４９
35歳 # ５１.０８ 65歳 １８.０２ ２３.０４ エネルギー効率 地域活性化行事に参加 ・ 道草

40歳 ３９.６７ ４６.２２ 70歳 １４.３５ １８.７５ 今の動き・ご存知ですかコーナー・漢字読み取りテスト 市民紙上セミナー

45歳 ３５.01 ４１.４１ 75歳 １１.０９ １４.７２
50歳 ３０.４７ ３６.３８ 80歳 　８.２６ １１.０４
55歳 ２６.１２ ３２.０４ 85歳 　５.９５ 　７.９５
* 資料：厚生労働省2003年簡易生命表より

＜65歳以上の世帯消費支出＞
消費項目 勤労者世帯 夫婦世帯 我が家の支出

食料 ７０,９９７ ６５,８００
住居 １６,７３８ １８,０００
光熱・水道 ２０,７１６ １７,５００
家具・家事用品 １１,７７０

被服・履物 １２,６８８ １３,８００
保健・医療費 １４,７８７ １３,８００
交通・通信 ３１,７５５ ２７,７００
教育 　１,２２０
教育娯楽 ２９,７３５ ３１,３００
その他支出 ７２,７８６ ８１,３００
合計  ２８３,１９２  ２４３,６２０

*　総務省「家計調査年俸」、「全国消費実態調査」

上記の65歳以上の「世帯消費支出」表を参考に老後の生活設計を検討してみてください。
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（４） （１）

  一定の生産や消費のために、どの程度エネルギーを効率的に使用したかを
示す数値。国別に計算する場合には、その国の国内総生産(GDP)当たりの
エネルギー消費量で示すのが代表的な計算方法で次の通りです。

 １３５号

   社会教育の推進   まちづくりの推進   環境保全の推進

１３５号
ご 案 内

　小池　貞三郎

　暮らしとタックスプラン(税)　ー　その５０

　 当法人は、三桜工業株式会社の支援により設立されましたＮＰＯ認証法人です。

１面 ２面

４面３面

       　　３ページの漢字読み取りテストの正解例

落洒

環境保全の推進活動

   温 暖 化 防 止 対 策 の 新 た な 指 標 に な る か ？

　　  エ　 ネ 　ル 　ギ 　ー 　効　 率

温暖化ガス削減の国・地域別目標を掲げた現行の｢京都議定書｣は
2012年度末で期限切れとなり、それ以降の温暖化防止の国際的な
枠組みが｢ポスト京都議定書」。その対策をめぐり各国の議論の中
で新指標として浮上してきた「エネルギー効率」。

  二酸化炭素などの温室効果ガスの大気中の濃度安定化を目的として、気候
変動を防止する取組みを定めた「気候変動枠組み条約」が1994年に発効。
その「気候変動枠組み条約締約国会議(COP)」が、この１２月にインドネシア
で開催され、ポスト京都議定書をどうするかを話合うことになっています。

温暖化対策の新たな指標として「エネルギー効率」が浮上してきた背景は・・

エネルギー効率とは・・

  エネルギー効率は、基本的には省エネが推進されれば改善が進むものの、
生産や消費の量が増加すれば、温室効果ガス量も増加します。
温暖化対策の新たな指標には、エネルギー効率を含めた複合的指数が予測
されることも指摘されています。

国別のエネルギー効率＝
化石燃料などのエネルギー使用量

国内総生産量(ＧＤＰ)

エネルギー効率を指標にするには一つの問題点が指摘されています・・

このＣＯＰに先立ち、今年９月に｢アジア太平洋経済協力会議(APEC)｣が
開かれ、２０３０年までに域内のエネルギー効率を２００５年比で２５％
向上させるという特別声明が出され、これが＜エネルギー効率＞浮上の主な
背景の一つになっています。

               




